
◎ある日の校長室 出張もありスーツにネクタイ、事

情で眼鏡をかけていました。校長室の大きな椅子に座って

いると 4 年生の女

子が「校長先生に

見える。」と言って

くれました。「ほん

まじゃ。」と他の子

ども達も。誰だと思っているんだろう。（笑） 

◎様々な地域の方々による教育支援 

 コロナが終息したわけではありませんが、今年度は 4 月よ

り、ほぼ計画通り教育活動を推進しています。と同時に「学校

地域協働本部活動」として様々な場面でゲストティーチャー、

ボランティア、保護者ボランティア等に子ども達を支えていた

だきました。ありがとうございました。私達職員もご支援いた

だきました。本当に感謝しています。こういった活動には多くのメリットがあります。 

① 専門性の高い方や実際の体験をさせていただく中で、教育活動の幅が広がります。 

② 子ども達が先生以外の多くの大人と出会うことにより、キャリア教育にもつながります。 

③ 特に保護者の方には観ていただくことで子ども達が普段に増して意欲の向上になっています。 

④ 大がかりな活動の準備、環境整備等は職員の時短になり、先生と子ども達がしっかりと向き

合う時間を生み出しています。 

⑤ 子ども達が、地域の方と出会うことで故郷を愛し、鏡野を誇りに思う大人に成長します。 

と考えています。国の教育の指針でもある「学習指導要領」

の中では、家庭や地域社会との連携、

協働の重要性が強く示されています。

これからの複雑で予測不可能な社会

を仲間とつながり、生き抜いていける

大人に成長してもらうために、先生も

保護者も、多くの地域の大人が総がか

りで育てましょう。ということですね。 
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 いよいよ令和 5 年度より南小学校も「学校運営協議会」が

設置され、コミュニティ・スクールになります。（R5 町内 5

校中 4 校で設置）新しい学校運営体制になります。「何？」と

思われる方もいるかもしれません。これまでも学校評議員の

方々には、1 年を通して学校運営についてご意見をいただい

ていました。年度末には学校評価もいただくのですが、何か

について議決されるということはありませんでした。 

 「学校運営協議会」では、メンバーは学校評議員（運営委

員に移行）、ボランティアのお世話をいただいている地域学校協働活動推進委員、公民館長等 の

10 名程度で構成しします。大きく挙げると表にある 3 つの権限を持ちます。 

① 学校経営方針等の承認②学校運営について意見をすること③教職員の任用について意見を述

べることです。つまり、会社で言えば、取締役会議と言ったところでしょうか。 

いずれにしてもこれ

まで以上に「地域とと

もにある学校」として

新たなスタートとなり

ます。昨年度も保護者

アンケートで、「これか

らの子ども達にどのよ

うな力が必要か。」多く

のご意見をいただきま

した。「思考力、伝える

力、仲間と協力、思いや

り、多少のことに負けない力、レジリエンス、あきらめない心…」

学校と保護者だけでなく地域

を挙げて「目指すべき子ども

像」を共有し学校運営するこ

とが求められています。学校

目標にもあります「自ら未来

を拓く児童」の育成に向け共

に進んでいきましょう。 
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